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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること
＜連絡事項＞
· トリゾンラブの使用法はミーティングを通しメンバーへ説明し、スタッフの目の届く場所に説明書きを添えて設置することとする。

· 風邪症状や胃部不快から食欲不振を訴える方が増えてきており風邪も流行ってきている為、体調や食事摂取状況について観察すること。

＜外来より情報提供＞

· 前野　義勝様～「隔週で休みがほしい。ナイトケアを終わり家に着くと、何も出来ずに寝てしまう。

ナイトケアで学んだ事を実践できない。料理とかしたい」と話される。担当医からナイトスタッフと話し合うようにとのこと。

· 奥山　以依子様～４日間入浴していないとのこと。「いつもは二日おきに入浴しているが忘れてい

た」と話される。外来スタッフより本人に入浴するよう話をし、青山荘スタッフへ連絡している。

· 鈴木　恵美子様～「寒いからあちこち痛い」と話されている。

· 長瀬　紘一朗様～「昨日、吐気があったが睡眠をとったら良くなった」と話されている。

· 柳町　信之様～「風邪は引いていないけど鼻水が出る」とのこと。

· 中居　美津子様～「胃痛は良くなりました」と話されている。

· 平　康子様～「初詣に行って甘酒を飲んで来た。普段は甘い物は食べていない」と話される。

＜利用者様情報＞

○巴　勇樹様～マスクをして来所される。1/10、1/11具合が悪いと訴えられ嘔吐見られている。「背
　　　　　　中の痛み、だるさ、寒気がある」と話されるもバイタル異常なし。青山荘へ連絡し、
　　　　　　青山荘で休まれ、両親に連絡がつき次第、迎えに来て頂き帰る予定。

○村田　昭一様～1月11日無断欠席される。定時になっても来所せず、本人からの連絡もない為、住居（グループホームあおば）に電話。何度か掛けるが応答なく、ナイトケアスタッフで周辺を捜索。

◆17：50

保護者である兄に連絡。兄も「本人からの連絡は受けていない」とのこと。

◆18：00

青山荘へ連絡。青明舎スタッフもいたため、グループホーム訪問と周辺捜索を協力していただく。

◆18：40

摩尼室長へ状況報告。本人・家族・青明舎からの連絡を待つ。

◆19：30

青明舎より、「本人が田面木で歩いていたところを発見した」との連絡あり。

無断欠席の理由について「十和田の弟から体調が悪いと連絡があり、職親終了後に十和田へ駆けつけた。ナイトケアまでには間に合うと思っていたが、慌てていたため定時が過ぎても連絡するのを忘れてしまった」とのこと。

◆19：40

ナイトケアスタッフより、保護者である兄に本人が無事であったことを連絡。

◆19：50

本人が無事であったことを摩尼室長に報告。

◆20：15

ナイトケアスタッフより本人へ電話連絡。本人「連絡を忘れてしまい、すみませんでした」と話す。夕食は自分で用意し、薬も忘れず服用したとのこと。会話の疎通性は良好、声も安定しており、本人体調についても「大丈夫だ」と話す。遅刻・欠席時の連絡は確実に行うよう伝えている。本日、ナイトケア来所時に面談する予定。

○佐藤　朗子様～就労前準備段階プログラム(SJP)参加についての面談行っている。

◆SJPの参加理由

「将来的に就職を考えているので面接や履歴書作成を学びたい。就労したい理由としては、将来的
に一人暮らしを考えている為その資金にしたい。またお金をためて大学に行き心理学に興味がある
ので学びたい。」とのこと。

◆ 実際就労するとして不安な点
「対人面（初対面の人と話すことと会話を続けるのが苦手な為）」

「体力面（もし仕事を行う際に長時間働く自信がない）」
「生活面（朝起き等に不安がある）」

これらの問題は以前スタッフから説明した内容と全く同様であり、本人様が今実際に困っているのか伺うと「今はこれらの点で困ってはいない」と話される。

また、就労実習の前にデイケア通所日を増やし訓練していくという案については、本人様正確に理解しておらず、再度説明しご家族へ相談するように促している。ご家族や青明舎と連携をとり、青明舎では就労について、デイケアでは、生活面について支援していく。

青明舎から1/19　14時に寿楽荘に見学にいくと情報提供あり。

＜青山荘情報＞
· 杉澤　恵子様～1/10弟様と青山荘にて面談実施している。本人様の話す家庭内の状況と、弟様の話す家庭内の状況に食い違い見られている。しかし、本人様・弟様双方ともに青山荘入所の意思が二転三転することみられており、入所可否の判定困難である。来週、本人様と面談し、再度青山荘入所の意思を確認する予定。

· 田名部　浩平様～昨日の外来受診時本人様より入所希望あり。主治医より青山荘見学の勧めあり。
　来週中に日程調整し、見学予定。

・　平　康子様　～1/4の朝食後薬がないと話し、スタッフと一緒に探すも見つからず。本人様より「い
つも飲んでいるから１回くらい飲まなくても大丈夫」との話し聞かれる。スタッフより薬の重要性を本人様へ説明している。松平病院に確認し、１回繰り上げて服薬するよう指示されている。

退所が近いので面談を行っている。「今は皆に助けてもらって生活しているから生活できるけど、一人暮らしは呆けてきているしできない。グルームホームに入りたいが皆に嫌われるから駄目かな」と話されている。退所後の不安として「金銭面、食事等の健康面、身の回りの整理整頓」と話されている。年末年始の掃除時、押入れからリンゴやヨーグルトが出てきたり、飲むヨーグルトを一度に１リットル飲んだと腹痛を訴えて来たり、隠れて飲食している為、生活面についてアドバイスをして行く。

· 番沢　政勝様～「親から正月に帰って来いと話されたが、帰っても寒いし、喧嘩するだけだから帰

らない」と話され正月は青山荘で過ごされている。自室で暖房を使用せずに過ごされており、使用に関して何度も説明しているも使用せず。「寒ければホールに行くからいい」と話されている。

· 関口　禅様　～「３月に胃の検査があるが、肩が痛くて横になったり出来ないので検査も出来ない」
　　　　　　　と話されている。1/10より吐気の訴え聞かれるが、バイタルサインには異常なし。
　　　　　　　外来受診の際に外来担当医より、吐気は一過性のものとの説明あり。また、胃の検
　　　　　　　査は青山荘のスタッフと相談をするようにと話されている。
· 袴田　淑子様～正月、実家に帰られている。「初詣と蕎麦作りをして楽しかった」と話されている。

姉様より「手伝ってくれたので助かった。」との話し聞かれている。1/5夕食後薬の飲み忘れあるが、スタッフが確認するまで本人様からスタッフへ忘薬についての報告聞かれず。今後、忘薬あった時はスタッフへ報告する練習を行っていくとのこと。

· 関　秀治様　～今月末で３２条と手帳の期限が切れる為、明日更新に行く予定。明日デイケア欠席
　　　　　　　とのこと。

· 巴　勇樹様　～年金の申請完了まであと少し時間がかかるとのこと。1/10体調不良の為、内科受
　　　　　　　診し、風邪薬処方されている。

· 清水　泰雅様～正月実家へ外泊されている。親戚が来て疲れたのか寝ている事が多かったとのこと。

　　　　　　服薬はきちんと出来ていた。22：30～23：00には自室の電気が消えてお　　　　　　　り、本人様より睡眠には問題ないとの話聞かれている。しかし、朝スタッフの声掛けに反応されており、起床はされているものの自室より出てくることが出来ず、デイケアに遅刻される事多い。

· 中居　松男様～正月に実家へ２泊３日される。「家族に色々言われるから居心地が悪い。やっぱり
　　　　　　　疲れる」と話される。

· 奥山　以依子様～正月９日間外泊。家では、片付けを手伝ってくれるが、テレビを見ていて片付け
　　　　　　　ない事があるとのこと。今後、青山荘でお手伝いをして頂き、お手伝いに慣れて頂
　　　　　　　く。

